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第６学年 国語科 学習指導案 
 

日時  令和７年１０月１４日（火）第５校時 

場所  温知学舎 世田谷区立烏山小学校  

学級  第６学年２組 ３３名 

授業者 松本 あゆみ 
 

１ 単元名  作品の世界を想像しながら読み、考えたことを伝え合おう 

 教材名  「やまなし」  

「イーハトーヴの夢」 

        

２ 単元の目標 

○ 文章の構成や展開、文章の種類や特徴、比喩や反復などの表現の工夫に気付くことができる。 

○ 表現の効果を考えながら、物語の全体像を具体的に想像することができる。 
○ 作者が題名や作品にこめた思いについて考えをもち、伝え合うことができる。 

 

３ 単元の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 文章の構成や展開、文章の種

類とその特徴について理解し

ている。（⑴カ） 

② 比喩や反復などの表現の工夫

に気付いている。（⑴ク） 

 

① 物語の全体像を具体的に想像

したり、表現の効果を考えた

りしている。（Ｃ⑴エ） 

② 作者が作品に込めた思いにつ

いて、叙述や読書経験に基づ

いて自分の考えをもってい

る。（Ｃ⑴カ） 

① 粘り強く物語の全体像を具体

的に想像したり、表現の効果

を考えたりして、学習の見通

しをもって作品世界について

考え、伝え合おうとしている。 

 

４ 単元について 

（１）教材について 
本教材『やまなし』は、作者宮沢賢治の深い思想性が表れているといわれる作品の一つである。また、擬

声語・擬態語、造語、色彩表現、比喩などの賢治独特の言葉の響きの美しさ、不思議さ、魅力にあふれてい

る作品でもある。読者が想像力を膨らませ、その世界を豊かに広げるための言葉がちりばめられている。中

でも、「クラムボン」「イサド」「かぷかぷ」「ぼかぼか」などといった独特の造語は、読者には何を指してい

るのか明確にならない。この分からないことが面白く、自由に想像して自分流に楽しむことができる作品で

ある。 

しかしながら、児童にとってこの独特な表現が読み取りを難解にしている面がある。したがって本教材の

指導に当たっては、①表現の工夫に着目し２つの場面を比べながら想像したり、②資料『イーハトーヴの夢』

を読んで作者宮沢賢治の生き方や考え方に触れたり、③他の賢治の作品を読み世界感を味わったりするこ

と等、様々な視点から賢治の世界を読み味わう方法を学ぶことができるように学習を進めたい。 

また、こうした学習を通して、賢治の作品をどう読んで何を感じ、何を考えたのかを文章にまとめ、友達

と交流する読書会を単元のゴールとした。『やまなし』を読むことで身に付けた、見方・考え方を働かせ、

自身の感じ方と共に評価するという論理的な思考を伴う活動としていきたい。 

 

（２）教材文の分析 
  冒頭「小さな谷川の底を映した、二枚の青い幻灯です。」と終末「私の幻灯は、これでおしまいでありま

す。」という作者である宮沢賢治の一人称視点で書かれた外枠と、三人称の客観的な視点で描かれた「五月」

と「十二月」の２枚の幻灯が描かれた「額縁構造」の構成となっている。谷川の底からみた水中世界が、

「五月」と「十二月」とを対比させながら、宮沢賢治独特の色彩豊かな表現で描かれている。これらの構

成・表現の面から作品世界を捉えさせたい。 

主体的に探究する児童の育成 

～共に学び合い、伝え合う国語科の授業づくりを通して～ 

 



 
 

 

（３）児童の実態について 
高学年では、「読むこと」の領域での文学的な文章では、第５学年で「たずねびと」、「大造じいさんとガ

ン」、第６学年で「帰り道」を学習してきた。作品を読んで表現の特徴を考えたり、人物像や作品の全体像

を捉えて自分の考えをまとめたりする学習を重ねてきた。 

学級の児童は、７割が「読書が好き・どちらかといえば好き」と答えていて、８割以上の児童が「物語文

教材の授業が好き」と答えている。その理由として、「説明文より感情移入しやすいから」「ワクワクハラハ

ラするから」「友達との交流で様々な読み取りができるから。」と答えている。 

また、「自分の考えと友だちの考えの違いを意識して話し合いをし、考えを広げることができますか」と

いう質問には、ほぼ１０割の児童が「広げている」と回答している。これは、入学以来、「めあてに向かっ

て協働的に学び合う」学習が身に付いていることの表れであると考えられるが、反面、自分自身で考えをも

つことにもう少し粘り強く取り組んでほしいと思う場面もある。また、「振り返りをすることで、自分の課

題や学習のポイントに気付くことができますか」という質問には、９割の児童が「はい」と答えている。 

そこで、「分かりにくい」と不安を感じるであろう本教材を、これまでに学習してきた様々な方法や手段、

経験を生かして、学習に対する前向きな姿勢を維持し、「分かるようになる」喜びを実感できるようにした

いと考えている。また、授業の最後に学習の振り返りを行うことで、自身の学びの調整、次時のめあてをも

つこと、学習計画に対する達成度を実感することにつなげたい。 

 



 

５ めざす児童像との関連 

 

６ 研究の手立て 

（１）粘り強く教材と向き合うための工夫  
 

① 単元構成の工夫 

 第一次で教科書の『やまなし』を読んだり、教員たちの読書会の様子を見たりして、宮沢賢治の作品に

出合う。この時の「わからなさ」や解釈のずれを共通の価値ある問いとしていきたい。その解決のために、

資料『イーハトーヴの夢』を読み、賢治の生き方や考え方や人となりについて知ることや、賢治の独特の

表現方法や情景描写をより具体的に読み進めることの必要性に気付かせ、主体的な学習計画作りにつな

げられるようにする。第二次では、実際に『イーハトーヴの夢』を読んだり、『やまなし』の本文とじっ

くり向き合ったりして、賢治の作品を楽しめるようにしたい。後半では、二つの場面が対比的に描かれて

いる物語であるにもかかわらず、題名が『やまなし』となっている意図を考えることによって、作者賢治

のこの作品への思いや願いに気付かせる。第三次では、宮沢賢治の作品のおもしろさや、「分からなさ」

を伝え合うことで、単元を通して賢治の作品を読み、魅力を伝える読書会をしようという活動を設定した。 

 

② 教員の読書会による宮沢賢治の世界との出会い 

 教科書の巻末資料に作品の一部分が紹介されている宮沢賢治の『グスコーブドリの伝記』を読んだ学年

教員三人の読書会の動画を見せる。これによって、宮沢賢治の作品の世界観や魅力の一端を伝え、賢治の

作品への興味や親近感をもたせたいと考えた。また、「賢治の作品を読んで読書会をしよう」というゴール

の活動を明確にイメージすることができると考えた。 

 

③ 初発の感想の活用 

これまでの読書経験から、この「やまなし」に表れている作者宮沢賢治の独特の世界をイメージしにく

い児童が多いと予想される。この感想を十分に共有することで、「分からなさ」や友達との解釈のずれを

大切にし、単元を通しての学習意欲や学習計画づくりにつなげたい。 

 

④ 「五月」と「十二月」の幻灯の様子を比べながら読む 

季節の異なる二つの幻灯を、独特な擬態語や比喩表現に着目し、イメージを膨らませて対比しながら読

むことによって、それぞれの場面の様子の違いをより鮮明に豊かに想像させたい。また、こうした言葉や

表現の魅力に気付き、丁寧に読む楽しさを味わうことができるようにさせたい。そのため、「五月」と「十

二月」の場面を一単位時間ずつじっくり読み味わう単元構成にした。「五月」の場面を丁寧にしっかり読

むことで、「十二月」の場面を、「五月」と比較しながら読むことにつながるであろう。また、「十二月」

の後半にしか登場しない「やまなし」が題名となっている理由を考えることに自然とつながっていくと考

えている。 

 

（２）自らの学びを自覚し、自己調整するための工夫  
① 関連図書の並行読書 

単元の学習期間中、作者宮沢賢治の様々な絵本や単行本、漫画などのラックを廊下に設置し、たくさん

の作品に触れさせ、賢治の世界に楽しむことのできる児童を増やしたい。また、独特な表現や言葉遣いか

ら情景を想像したり、物語の世界に浸ったりすることの難しい児童にとって、何とか自力解決する手段と

して、教科書の挿絵と共に絵本を活用したい。 

高学年の目指す児童像 

「自らの学びを自覚し、生かしながら取り組める子」 

 
高学年では、「自らの学びを自覚し、生かしながら取り組める子」を、①それぞれの強みを発揮して、

全員が自分の学びに向かおうとする姿、②友達の見方、考え方を理解し、自分なりに選択、判断してい

く姿と捉えている。 

この姿を実現するためには、価値ある問い（めあて）を設定し、一人一人がゴールに向かい続ける意

欲や学びの必然性をもたせること、個人や友達との対話、全体での話し合い等適切な学びの場や環境の

設定、ファシリテーターとしての教師の適切な関わりや工夫、「振り返り」を活用し、児童がその一単位

時間で何を学び取ったか実感できるようにし、ゴールに向けて学びを調整すること、を意識して学びを

支援できるようにしたい。 



 

② 自己調整するための時間の設定 

授業の最後に自身の学びを振り返り、自己調整したり次時のめあてをもったりすることができるように

する。また、一単位時間の中盤、２人組での対話をした後にも、考えを再構成したり調整したりする時間

をとり、自身の学びを再構成する機会を設定した。 

 

 

７ 学習指導計画（全１１時間） 
過

程 
〇ねらい 

○主な学習活動 

・予想される子どもの反応 

◇指導上の留意点 

★評価規準（方法） 

第
一
次 

 １． 

物語を読み、話

の大体をとら

え、自身の学習

の課題に気付

くことができ

る。 

 

 

○『やまなし』の範読を聞く。 

○『やまなし』を音読する。 

○印象や感想を共有し学習の見通しをもつ。 

 ・よく分からない。 

 ・言葉遣いが独特。 

 ・２枚の幻灯＝２つの場面がある。 

○初読の感想を書き、共有する。 

  

 

○「上」「下」の読み、送り仮名などを確認し、

正しく読めるようにする。 

 

 

 

 

◇「好きなところ」「難しかったとこ

ろ」「これから学習の課題にしたい

ところ」等、項目に分けて書くよう

にする。 

★【主体的に取り組む態度】宮沢賢治

の作品に興味をもち、学習の見通し

をもとうとしている。（記述・発言） 

◇漢字の読み方を確認しながら、川の

中の様子やかにの子からの目線を

確認する。 

２. 

関連読書の話

から、宮沢賢治

の世界を味わ

い、学習の見通

しをもつこと

ができる。 

 

 

 

○『グスコーブドリの伝記』読んだ教員たち

の読書会の様子を見て、賢治の作品世界を

知る。 

 

○教科書 P266の『グスコーブドリの伝記』と

『風の又三郎』の一部を音読する。 

 

○『やまなし』を正しく音読する。 

 

 

 

 

 

 

★【主体的に取り組む態度】宮沢賢治

の作品に興味をもち、学習の見通し

をもとうとしている。（記述・発言） 

宮沢賢治の作品に触れ、学習の見通しをもとう。 

『やまなし』を読んで、どのような学習をしたらよいか考えよう。 



３． 

学習の課題や

学習計画を立

て、単元の見通

しをもつこと

ができる。 

 

 

 
〇前時に明らかになった課題を振り返り、どうす

ることが、この作品を理解することにつながる

のか、考える。 

〈計画〉 

①  『やまなし』を知る。 

②  作者宮沢賢治について知ってみたい。 

  →『イーハトーヴの夢』を読んで、賢治の人生

を整理して、理想や夢について考える。 

③ 他の本も読んでみると何か分かりそう。 

 →「賢治のトランク」を参考に、並行読書を続

け、読みの手段の一つにする。 

④ 表現が独特でよく分からない。 

 →独特な表現の美しさや面白さに着目してイメ

ージを広げてみる。 

⑤ 「五月」と「十二月」を比較しながら読み、似

ているところと違うところを整理し、それぞれ

の季節の特徴を捉える。 

⑥ 題名が、１２月にしか出てこない「やまなし」

となっている理由や、賢治の生き方などを

関連させて、作者のメッセージを考える。 

 

 

◇「分からない」ものに対して、恐れ

すぎたり諦めたりするのではなく、

「分かるようになることを楽しむ」

ことを学ぶ単元であることを伝え

ていく。 

 

◇児童からの感想や疑問点、課題にし

たいことなどの言葉を丁寧に拾い、

整理しながら、学習計画づくりを行

う。 

 

◇「学び方を学ぶ」単元にするために、

また、より読みを深められるよう

に、全体で統一の計画とする。 

 

 

★【主体的に取り組む態度】宮沢賢治

の作品に興味をもち、学習の見通し

をもとうとしている。（記述・発言） 

 

第
二
次 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４． 

『イーハトー

ヴの夢』を読

み、賢治の人生

や考え方につ

いて考えるこ

とができる。 

 

 

〇『イーハトーヴの夢』を読み、サイドライ

ンを引きながら、賢治の人生や思想を整理

する。 

 

 

◇サイドライン 

 青…賢治が悩んだこと 

黒…悩みを解決するための行動 

 赤…賢治の理想の生き方 

★【思・判・表②】資料を整理したこ

とから、宮沢賢治の生き方や理想、

考え方について考えている。（記述・

発言） 

５. 

「五月」と「十

二月」の場面を

簡単にまとめ、

物語の世界を

具体的に想像

することがで

きる。 

 

 

〇文章の構成を図式化して、全体をとらえや

すくする。 

〇作者独特の表現や言葉、表現の面白さや美

しさに気付いたところや心惹かれたところ

に印をつけ、次回以降の学習に生かせるよ

うにする。 

 

 

◇最初と最後の一文を額縁、中の「五

月」と「十二月」の場面を額縁の中

にある場面ととらえて、全体の構造

を図式化して読むことができるよ

うにする。 

★【知識・技能①】文章の構成や展開、

文章の種類とその特徴について理

解している。（記述・発言） 

６． 

「五月」の情景

を具体的に想

像することが

できる。 

 

 

〇「五月」の場面の様子を想像し、ノートに

自分の考えを書く。（文章・イラスト等で） 

 ・川の水や光の様子 

 ・かにの様子 

 ・上から来たもの 

 ・魚が去った後の様子 

○対話する。 

○全体で発表し合い、まとめる。 

 

 

◇本文の叙述や並行読書の経験に即

して、場面の情景や出来事を読み取

る。 

◇表現方法は、各自に委ねる。 

◇様々な視点ごとに対話する。 

★【思・判・表①】「五月」の様子や

出来事を具体的に想像したり、表現

の効果を考えたりしている。（記述・

発言） 

★【知・技②】比喩や反復などの表現

の工夫に気付いている。（記述・発

言） 

『やまなし』の学習計画を立てよう。 

振り返。 

宮沢賢治はどのような人生を歩み、考えたのだろうか。 

『やまなし』はどのような構成で書かれているのだろうか。 

 

「五月」の幻灯にはどのような情景が映っているのだろうか。 



７.（本時） 

「十二月」の情

景を「五月」と

比べながら具

体的に想像す

ることができ

る。 

 

 

〇「十二月」の場面の様子を想像し、ノート

に自分の考えを書く。（文章・イラスト等で） 

 ・川の水や光の様子 

 ・かにの兄弟の様子 

 ・上から来たもの 

 ・やまなしを追うかにの親子や川の様子 

○対話する。 

○全体で発表し合い、まとめる。 

 

 

◇本文の叙述や並行読書の経験に即

して、「五月」の場面と比較しながら

「十二月」の情景や出来事を読み取

る。 

◇表現方法は、各自に委ねる。 

◇様々な視点ごとに対話する。 

★【思・判・表①】「十二月」の様子

や出来事を具体的に想像したり、表

現の効果を考えたりしている。（記

述・発言） 

★【知・技②】比喩や反復などの表現

の工夫に気付いている。（記述・発

言） 

８． 

題名について

話し合うこと

を通して、作品

の世界を捉え

ることができ

る。 

 

 
〇「五月」の場面のかわせみでもクラムボン

でもなく、なぜ、「十二月」のやまなしなの

か考える。 

〇この物語に賢治が込めた思いを、賢治の生

き方や考え方と関連付けて考える。 

 
 

◇「五月」と「十二月」の場面を対比

的にまとめ、「十二月」のやまなしが

題名となっている理由を考える。 

 

★【思・判・表②】題名について考え、

作者が作品に込めた思いを考えて

いる。（記述・発言） 

第
三
次 

  ９． 

お気に入りの

作品の魅力に

ついて考えを

広げ、伝える文

章を書くこと

ができる。 

 

 

○これまで読んできた宮沢賢治の作品の中

からお気に入りの一冊を選ぶ。 

○作者が作品に込めた思いを考えながら作

品の魅力を伝える文を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇お気に入りの作品を探せていない

児童向けに、あらかじめ本を紹介し

ておく。 

『銀河鉄道の夜』『注文の多い料理店』 

『セロ弾きのゴーシュ』『風の又三郎』 

『どんぐりと山猫』 

◇これまでに学んだ賢治の生き方や

理想、読んできた物語とも関連付け

ながら、「魅力」を伝えるよう支援

する。 

★【思・判・表②】自分が決めた作品

を読み、既習の視点を生かして魅力

についての自分の考えをもってい

る。（記述） 

１０． 

読書会で主体

的に交流し、賢

治の作品をよ

り味わうこと

ができる。 

○書いた文章を用いてグループごとに読書

会を開く。 

 

○単元の学習全体を振り返り、学んだことや

成長したことを自覚する。 

◇同じ本を読んだ児童同士、違う本を

読んだ児童同士など、グルーピング

を工夫する。 

★【主体的に取り組む態度】自分が選

んだ作品について魅力を伝えたり、

友達の文章から宮沢賢治の作品の

良さを味わったりしている。（記述・

発言） 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮沢賢治は『やまなし』にどんな思いをこめたのだろうか。 

「十二月」の幻灯にはどのような情景が映っているのだろうか。 

読書会をして賢治の作品の魅力を伝えよう。 



８ 本時の学習（ ７／１０ ） 

（１）ねらい 
○ 表現上の特色に着目しながら「十二月」の場面を読み、表現の効果を考えたり谷川の情景を具体的に

想像したりすることができる。 

 

（２）展開 
時

間 
○学習活動 ・予想される児童の反応 

◇指導上の留意点 

★【評価】（方法） 

導

入 

 

５ 

分 

〇前時までの振り返りをする。 

 ・私、作者、宮沢賢治が見ている幻灯。 

 ・イーハトーヴの小さな川の中が舞台。 

・「五月」の場面を振り返る。 

 ・かにの兄弟ののんびりとした様子。 

  ・暗かった川の中がぱっと明るくなった。 

  ・きらきらと輝く透き通った水の中の様子。 

  ・かにの兄弟がクラムボンの話をしていた 

  ・かわせみが飛び込んできて魚がとられた。 

  ・かにの兄弟にとって怖い体験。 

 

〇本時のめあてを確認する。 

 

 

 

◇場面の確認だけでなく、どの表現からどのよう

な想像をしたのかという視点でも振り返り、本

時につなげる。 

 

 

展

開 

 

35 

分 

○言葉に着目し、「十二月」の世界を「豊かに想

像する」ことを確認し、個人で自分の読みをま

とめる。 

 

 〈気付かせたい表現・言葉〉 

 ・かにの子どもらはもうよほど大きくなり 

 ・夏から秋の間にすっかり変わりました 

 ・白いやわらかな丸石 

 ・小さなきりの形の水晶のつぶや金雲母のか

けら 

 ・ラムネのびんの月光 

 ・天井では波が青白い日を燃やしたり消した

りしているよう。 

 ・辺りはしんとして、ただいかにも遠くから

というように、その波の音がひびいてくる

だけ。 

 ・あんまり月が明るく水がきれいなので 

 ・かにの兄弟のあわ吹き競争の様子 

 ・そのとき、トブン。 

 ・天井から落ちてずうっとしずんで、また上

へ上っていきました。 

 ・きらきらっと黄金のぶちが光りました。 

 ・首をすくめて 

 ・遠眼鏡のような両方の目をあらんかぎりの

ばしてよくよく見てから。 

 ・そこらの月明かりの水の中は、やまなしの

いいにおいでいっぱい。 

 ・ぼかぼか流れていくやまなし。 

 ・おどるようにして 

 ・水はサラサラ鳴り、天井の波はいよいよ青

いほのおを上げ、 

 ・月光のにじがもかもか集まり 

 ・よく熟している。いいにおい。 

 

◇２つの場面を比較しながら読みを深められる

ようにする。 

◇これまでに探してきた作者独特の言葉や表現

の中で、自分にとって気になるものや心に残っ

たものをどのように感じたか、書けるようにす

る。 

◇これまでの並行読書の経験も、読みの根拠とす

る。 

◇絵本や教科書の挿絵も参考にしてよいことを

伝える。 

 

 

 

 

 

 

★【知・技②】比喩や反復などの表現の工夫に気

付いている。（記述・発言） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて 「十二月」の幻灯にはどのような情景が映っているのだろうか。 



  

・ひとりでにおいしいお酒ができる。 

 ・いよいよ青白いほのおをゆらゆらと上げま

した。 

 ・金剛石の粉をはいているよう。 

 

 

○二人組で対話をし、友達と共有し合う。 

 ・自分の学びを振り返り、メモ、加筆などし

て調整する。 

 

○全体で話し合い、「十二月」の場面の想像を広

めたり深めたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇自分が気になった場面（表現）ごとにスペース

を分けて、対話の視点が共通するようにする。 

 前半の川の様子／かにの子どもらの様子 

 やまなしの様子／後半の川の様子 

 

 

ま

と

め 

 

５

分 

○めあてのまとめをする。 

 ・十二月は、冷たい透き通った川の中にやまな

しが自然と落ちてきて、暗い中にも温かみの

ある情景である。 

 ・十二月は、かにの子どもたちも大きくなって

いて、いい香りのやまなしが落ちてくること

によって、自然の恵みを感じている。 

○学習の振り返りをする。 

・めあてに対して  

・学びが深まったか 

・新たな気付きや発見 

・次時に向けて 

◇本時の学びを参考に、「十二月」がどのような様

子だったのか、自分なりの言葉でまとめを書く。 

 

 

 

 

 

 

★【思・判・表①】「十二月」の場面を具体的に想

像したり、表現の効果を考えたりしている。（記

述・発言） 

 

（３）評価の基準 

Ａの児童の学びの姿 Ｂの児童の学びの姿 
Ｂの基準に高めるための 

手立て・支援 

・様々な視点から、「十二月」の幻

灯を豊かに想像し、自身の言葉

で言い表している。 

・友達との対話や話し合いを通し

て、自身の考えを深めたり広め

たりしている。 

・「気になる表現」を三つ程度選

び、どのように感じたか、読み取

ったか、書いている。 

・友達との対話や話し合いを通し

て、自身の考えをまとめている。 

・独特な擬態語や比喩表現になじ

めない児童には、「かわせみ」や

「やまなし」など具体物に着目

させ、どのような様子なのか想

像させるようにする。 

・その際、絵本や教科書の挿絵も

参考にすることを勧める。 

 

（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
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（５）資料 

全文シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ワークシート（第５時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ふりかえりシート 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


